
氏名 角谷　常子

学部担当科目

・史学研究法
・東洋史講読
・東洋史演習
・東洋史概論
・外国史
・東洋史特殊講義

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・国際文化財史料学演習
・東洋史学特殊講義
・
・授業科目

平　成　２３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

東洋史研究会・日本秦漢史学会・史学研究会・東方学会・木簡学会・出土資料学会

出土文字資料からみた古代社会

＊銅銭や木簡など、実物資料による授業を実践。
＊中国と日本及びヨーロッパ諸国を比較した視点からの授業の実践。

＊秦漢史学会理事、『古代文化』編集委員、木簡学会委員。
＊日本セカンドライフ協会での講演（年４回）

京都大学大学院文学研究科博士課程単位取得満期退学

博士（文学）

中国古代史

最終学歴

　【研究上の特記事項】

＊「東アジア木簡学の確立」（科学研究費補助金（基盤研究（Ａ））平成21年度～平成25
年）研究代表者
＊「『九章算術』の『算数書』との比較および数学史における位置づけの検討」（平成20
年度～平成24年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ））　研究代表者　田村誠）分担研究
者
＊2011年8月29日30日、北京において「東アジアの簡牘と社会～東アジア簡牘学探討」学
術討論会を開催。
＊2012年2月27日28日、秋田県にて払田柵及び秋田城の遺跡及び木簡・漆紙文書の調査。
＊2012年3月11日～15日台湾の中央研究院歴史語言研究所にて居延漢簡の調査。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

国際交流委員・セクハラ委員・広報担当・研究年報編集委員・大学院専攻委員

大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

・東洋史概論
・
・
・



単

単

②

⑤

①「簡牘の形態と精神」

③

④

⑤

⑤

④

③

（学会発表）

①「文書行政の厳格さについ
て」

②

②

③

④

簡牘の様々な形態には意味があり、
単に物理的な要請からのみならず、
人間関係や精神的な意義を含むこ
と、そしてそれらの変化が時代の変
化を反映していることを述べた。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2012年3月

居延漢簡から指摘されてきた文書行
政の厳格さは文字化の厳格さよりむ
しろ文書化の厳格さであり、それは
法家的理念による統治方針によるも
のであること、その厳格さは時代的
変化があり、その原因は単に紙とい
う書写材料の変化に求められるもの
ではないことを述べた。

「東アジアの簡牘と
社会―東アジア簡牘
学の検討」シンポジ
ウム報告集

「東アジアの簡牘と
社会―東アジア簡牘
学の検討」シンポジ
ウム

2011年8月29日



単

単

単

単④朱熹～人間と政治～

⑤

①官僚への道～試験と賄賂～

③官界遊泳の名手～馮道

東アジアの思想・政治に大きな影響
を与えた朱子学を確立した人物の、
思想とそれが成立した理由について
講演した。

（その他）

②書物を“読む”

中国古代における官僚への道とその
裏側を講演した。

中国において、書物を読むというの
はどういうことか。現代日本人が観
念する読書との違いを講演した。

無節操な人として評判の悪い馮道に
ついて講演した。

日本セカンドライフ
協会

日本セカンドライフ
協会

日本セカンドライフ
協会

日本セカンドライフ
協会

2011年5月21日

2011年9月

2011年11月26日

2012年3月24日


